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雲仙普賢岳噴火災害は私たちが語り継ぐⅡ

－大野木場メモリアル・デー２０１３ー

平成25年10月4日

１ページに収まら
ない方は、様式２
に作成して下さい。

 旧校舎は平成3年9月15日に火砕流で焼失し、児童は避難先の仮
設校舎で授業を続けました。このメモリアル・デーは、当時の辛い経
験を忘れず、全国からの支援への感謝の気持ちを受け継ぎ、災害
への意識を保ち続けようと毎年実施しているものです。           
 
 ５年生１６人は、６月１１日に火砕流災害や雲仙復興事務所が実施
する砂防工事を見学した成果（H25.7.9掲載のHotNews参照）を発表
し、当事務所 佐藤事務所長より「将来の噴火に備え、災害の記憶
を風化させないで、語り継ぐ活動が必要」とコメントがありました。                   
 
 最後に、児童全員で、火砕流で被災したイチョウが再び芽吹いた
感動が込められた「生きていたんだね」を合唱しました。  
 このほかにも大野木場小では、ハザードマップ作成等の活動を続
けており、雲仙復興事務所もその活動を支援していきます。 

全校児童による合唱 

  

雲仙普賢岳噴火災害で旧校舎が焼失した南島原市立大野木場小学校が、

9月13日、災害の記憶を語り継ぐ「メモリアル・デー2013」を開催                            

火砕流で被災した旧校舎とイチョウ 

災害学習報告（５年生） 

展示（ハザードマップ） 
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